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公益財団法人

世界遺産賀茂御祖神社境内糺の森保存会事務局

題 

字

　

賀
茂
御
祖
神
社　

　
　

  

新
木
直
人
宮
司

お問い合わせは糺の森財団事務局まで　☎075-781-0010

当財団は平成29年8月10日付で内閣府より「税額控除に係る証明書」を取

得しました。その後更新され、現在は令和4年7月27日付の新たな「税額控除

に係る証明書」（令和9年8月9日まで有効）が当財団HPに添付されています。

これにより、個人の当財団への寄附・会費・献木について、領収書及び「税額控

除に係る証明書」を添付の上、確定申告時に税額控除制度の適用を選択した

場合、左に示す算式により算出された額が所得税額から控除されます。

寄附金に税額控除制度が適用されます

※1「その年中に支払った公益社団法人等に対する寄附金の額の合計額」については、

　　その年分の総所得金額等の40％相当額を限度とされます。

※2 寄附金特別控除額は所得税額の25％相当額が限度となります。

寄附金
特別
控除額

2,000円 40％= － ×
その年中に支払った
公益社団法人等に対する
寄附金の額の合計額（※1） （※2）

算
式

ニュース

　
多
く
の
方
に
世
界
遺
産
糺
の
森
の
環
境
保
護
と

下
鴨
神
社
の
文
化
財
保
全
に
ご
理
解
、ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
く
、会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、新
し
い
会

員
募
集
の
呼
び
か
け
に
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。糺
の
森
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
入
会
申
込
フ
ォ
ー
ム
」か
ら
お
申
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

　
令
和
五
年
度
及
び
令
和
六
年
度
の
前
半
も
多
く

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、糺
の
森
に
関
す
る
数
々
の

保
存
整
備
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。令
和
六
年
度
の
後

半
も
引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。ご
寄
附
は
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

糺
の
森
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
寄
付
申
込
フ
ォ
ー

ム
」か
ら
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

新
入
会
員
ご
誘
致
の
お
願
い

ご
寄
附
の
お
願
い

会
議
報
告

令
和
6
年
４
月
1
日
よ
り
令
和
6
年
９
月
30
日
ま
で

◆
第
30
回
理
事
会

月　
　
日
：
令
和
6
年
5
月
30
日（
木
）

場　
　
所
：
主
た
る
事
務
所

出　
　
席
：
理
事・監
事

決
議
事
項
：

❶
自
令
和
5
年
4
月
1
日
至
令
和
6
年
3
月
31
日

　
事
業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
の
件

❷
自
令
和
5
年
4
月
1
日
至
令
和
6
年
3
月
31
日

　
事
業
年
度
に
係
る
決
算
の
件

❸
顧
問
選
任
の
件

❹
定
時
評
議
員
会
の
開
催・招
集
の
件

報
告
事
項
：

❶
評
議
員
退
任
の
件 
❷
顧
問
退
任
の
件　

❸
評
議
員
選
任
の
件 

❹
職
務
執
行
の
報
告

❺
会
員
数
の
報
告

◆
第
16
回
評
議
員
会

月　
　
日
：
令
和
6
年
6
月
19
日（
水
）

場　
　
所
：
主
た
る
事
務
所

出　
　
席
：
評
議
員

報
告
事
項
：

❶
自
令
和
5
年
4
月
1
日
至
令
和
6
年
3
月
31
日

　
事
業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
の
件

❷
評
議
員
退
任
の
件 

❸
顧
問
選
任
の
件

❹
会
員
数
の
報
告

決
議
事
項
：

❶
自
令
和
5
年
4
月
1
日
至
令
和
6
年
3
月
31
日

　
事
業
年
度
に
係
る
決
算
の
件

❷
評
議
員
選
任
の
件　

会
員
数
報
告（
令
和
6
年
９
月
1
日
現
在
） 

賛
助
会
員 

 

1
1
９
件

団
体
・
法
人
会
員（
特
別・正
） 

8
5
件

個
人
会
員 

 

1,
1
9
1
名

合
計 

 

1,
3
9
5
件

※役員名簿は財団ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

事
務
局
だ
よ
り

下
鴨
神
社
だ
よ
り

祭事日程

令
和
6
年
下
半
期
行
事

10
月
20
日
 
え
と
祈
願
祭

11
月
23
日
 
新
嘗
祭

12
月
12
日
 
御
薬
酒
若
水
神
事

12
月
31
日
 
大
祓

令
和
7
年
上
半
期
行
事

１
月
１
日
 
歳
旦
祭

１
月
４
日
 
蹴
鞠
初
め

１
月
12
日
 
初
え
と
祭

 

成
人
祭

２
月
2
日
 
節
分
祭

３
月
３
日
 
雛
流
し

各
祭
事
の
開
催
有
無
に
つ
い
て
は
、下
鴨
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

クレジットカード決済による寄付・会費のお支払
　ご寄付・ご入会（継続の年会費支払も含みます）・ご献木をされる際に、糺の森
財団ホームページの申込フォームにおきまして、クレジットカードでの申込が可
能となります。国際ブランド（VISA、JCB等）のいずれかのロゴがついていれば、
発行しているカード会社に関係なくご利用可能です。クレジットカード決済であ
れば、お支払いに当り、金融機関等に足を運ぶご負担が軽減されます。

糺の森ぶらりぶらり 第二十九回

下鴨神社の社殿
糺の森NEWS
糺の森に寄せる思い

糺の森財団会報

令和6年9月30日発行通号78号

Vol.30

「秋麗」
表紙写真／中田 昭



糺
の
森
財
団
　

　
　 

特
別
顧
問
　
佐
伯
　
勇
人

（
四
国
電
力
株
式
会
社　

特
別
顧
問
）

日
頃
よ
り
、皆
様
に
は
糺
の
森
財
団
の
事
業
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
都
市
の
中
に
奇
跡
的
に
残
さ
れ
た
糺
の
森
は
、葵
祭
と
共
に
、京
都
で
の
学

生
時
代
の
良
き
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。糺
の
森
は
、ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
下
鴨
神
社
の
神
域
で
あ
り
、古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
祈
り
の
風
景
を
伝
え

る
生
き
た
文
化
遺
産
と
言
え
ま
す
。

糺
の
森
財
団
に
は
、こ
の
貴
重
な
森
を
保
全
し
環
境
整
備
す
る
と
い
う
大
き

な
使
命
が
あ
り
ま
す
。当
財
団
発
足
以
来
、助
成
事
業
を
通
し
て
植
栽
及
び
古
木

の
調
査
手
入
れ
、風
水
害
後
の
森
の
復
興
再
生
、小
川
や
旧
流
路
の
復
活
、古
代

の
祭
祀
遺
構
の
調
査
整
備
等
、粘
り
強
く
確
実
に
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
七
月
か
ら
は
、新
し
く
鴨
社
神
宮
寺
旧
跡
の
拝
観
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。下
鴨
神
社
の
神
宮
寺
は
、古
代
に
お
け
る
神
仏
習
合
時
代
の
様
相
を
伝

え
る
も
の
で
す
。神
宮
寺
旧
跡
の
前
に
は
、池（
竜
ガ
池
）が
あ
り
ま
し
た
が
復

元
し
、水
を
湛
え
て
往
事
の
様
子
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、鴨
長
明
の

「
方
丈
の
庵
」も
再
現
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。未
来
に

継
承
す
べ
き
世
界
文
化
遺
産
が
ま
た
一
つ
復
活
し
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に

関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

糺
の
森
に
は
、古
か
ら
人
と
自
然
が
共
生
し
て
き
た
歴
史
や
文
化
が
、現
代
に

も
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。先
人
の
思
い
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
つ
つ
、整

備
さ
れ
た
美
し
い
環
境
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、今
後
と
も
皆
様
方

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

2
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糺
の
森
財
団
　
理
事
・
学
術
顧
問
　
日
向
　
進

（
京
都
工
芸
繊
維
大
学 

名
誉
教
授
）

下
鴨
神
社
の
社
殿

　
下
鴨
神
社
（
賀
茂
御
祖
神
社
、
以
下
「
下
社
」）
本
殿

の
形
式
を
「
流
造
」
と
い
い
、
上
賀
茂
神
社
（
賀
茂
別 

雷

神
社
、
以
下
「
上
社
」）
本
殿
と
と
も
に
、
流
造
を
代
表

し
て
い
ま
す
。

　
上
社
、
下
社
の
本
殿
は
南
面
し
、
同
形
同
大
の
二
棟

の
社
殿
が
東
西
に
並
び
建
っ
て
い
ま
す
。
屋
根
は
切
妻

造
、
檜
皮
葺
き
で
、
前
方
に
そ
の
ま
ま
葺
き
下
ろ
し
た

屋
根
の
流
れ
を
角
柱
で
受
け
て
、
身  

舎
（
神
殿
）
の
前

に
広
い
階 

隠 

＝ 

向 

拝 

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
向
拝
の

下
に
張
っ
た
床
を
浜
床
（
浜
縁
）
と
い
い
、
宮
司
が
伺

候
す
る
場
と
な
り
ま
す
。

　
神
社
の
本
殿
形
式
に
は
、
神
明
造
（
伊
勢
神
宮
）、
大

社
造
（
出
雲
大
社
）、
八
幡
造
（
石
清
水
八
幡
宮
）、
日

ぶ
ら
り
ぶ
ら
り
第
二
十
九
回

吉
造
（
日
吉
大
社
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
多
彩
な
形
式

が
あ
る
な
か
、
流
造
は
、
春
日
大
社
本
殿
に
代
表
さ
れ

る
春
日
造
と
と
も
に
、
広
い
地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

流
造
の
最
古
の
遺
構
は
宇
治
上
神
社
本
殿
で
、
平
安
時

代
後
期
の
建
築
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
殿
の
柱
は
、
角
材
を
「
井
」
の
字
形
に
組
ん
だ
土

台
（
井
桁
）
の
上
に
立
っ
て
い
ま
す
。
春
日
造
と
も
共

通
す
る
こ
の
構
法
は
、
流
造
や
春
日
造
が
広
く
分
布
す

る
背
景
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

　
柱
を
井
桁
の
上
に
立
て
る
構
法
は
、
柱
を
直
接
地
面

に
埋
め
て
固
定
す
る
掘
立
と
も
、
ま
た
仏
教
建
築
が
伝

え
た
と
い
う
礎
石
の
上
に
立
て
る
の
と
も
異
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
持
ち
運
び
や
移
動
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

臨
時
的
、
仮
設
的
な
性
質
を
帯
び
て
い
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
か
。
古
く
は
、
カ
ミ
を
迎
え
る
祭
壇
が
祭
礼
の

都
度
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
流
造

と
春
日
造
が
普
遍
的
な
展
開
を
み
せ
る
の
は
、
遙
か
な

昔
の
カ
ミ
祀
り
の
仕
方
に
つ
な
が
る
構
法
を
備
え
て
い

た
こ
と
が
、
広
い
共
感
に
つ
な
が
っ
た
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
下
社
の
境
内
に
は
、
平
安
時
代
末
ま
で
に
幣
殿
、

門
、
廻
廊
、
舞
舎
（
舞
殿
）、
馬
場
舎
、
供
御
所
等
の
主

要
な
殿
舎
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
頃
の
原

図
に
拠
っ
て
室
町
時
代
に
描
か
れ
た
社
頭
古
図
に
よ
れ

ば
、
斎
院
の
御
所
や
河
合
社
の
北
に
あ
っ
た
神
宮
寺
の
建

築
を
除
く
ほ
か
は
、
現
状
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
寛
永

六
年
（
一
六
二
九
）
に
再
興
さ
れ

た
殿
舎
の
大
半
が
現
存
す
る
景
観

は
、
か
つ
て
の
社
頭
の
規
模
や
構

成
を
踏
襲
し
て
再
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
本
殿
は
、
そ
の
後
、

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
造
替

さ
れ
ま
し
た
。

　
流
造
の
本
殿
の
屋
根
に
は
、
他

の
形
式
の
本
殿
建
築
に
特
有
な
千

木
と
堅
魚
木
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
も
流
造
の
特
色
で
す
。
柱
間
は

正
面
三
間
（
三
間
社
流
造
）、
側

面
二
間
で
、
正
面
中
央
一
間
だ
け

板
扉
を
た
て
、
他
は
す
べ
て
板
壁

と
し
て
身
舎
に
は
縁
勾
（
高
）
欄

が
四
周
し
て
い
ま
す
。
形
式
、
規

模
と
も
に
上
社
と
同
じ
で
す
。
た

だ
し
、
勾
欄
、
木
階
が
上
社
で
は

素
木
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
下
社

で
は
朱
漆
塗
り
で
す
。
ま
た
上
社

の
正
面
両
脇
間
に
描
か
れ
た
獅

子
、
狛
犬
の
絵
が
下
社
に
は
な
い

な
ど
、
細
部
の
手
法
に
は
わ
ず
か

な
差
異
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
幣
殿
の
前
に
は
透
塀
を
隔
て
て
中
門
が
あ
り
、
左
右

に
東
西
楽
屋
・
と
廊
が
接
続
し
て
、
本
殿
を
取
り
囲
む

一
連
の
施
設
が
整
然
と
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
門
と
楼
門
の
間
の
ひ
ら
け
た
空
間
に
は
、
二
つ
の

門
を
結
ぶ
軸
線
上
に
、
入
母
屋
造
の
妻
を
そ
れ
ぞ
れ
に

向
け
て
舞
殿
が
建
っ
て
い
ま
す
。
縁
勾
欄
が
四
周
し
柱

間
を
吹
き
放
し
た
開
放
的
な
建
物
で
、
勅
使
が
宣
命
を

読
み
、
東
遊
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
舞
殿
の
東
方
に
は
細
殿
や
御
手
洗
川
の
流
れ
の
上
に

橋
殿
が
架
か
り
、
西
方
に
は
蔀
戸
を
装
置

し
た
住
宅
風
な
、
神
服
を
裁
縫
す
る
神
服

殿
（
御
服
所
）、
神
饌
の
調
理
を
行
う
供

御
所
等
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
諸
殿
舎
が
建
つ
一
画
を
朱
塗

り
の
楼
門
と
翼
廊
（
廻
廊
の
一
部
）
が
区

切
り
、
い
に
し
え
の
山
城
の
原
生
林
を
偲

ば
せ
る
糺
の
森
の
中
に
、
神
さ
び
た
一
境

が
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

本殿

糺
の
森

み 

お 

や

な
が
れ

わ
け
い
か
づ
ち

ひ  

わ  

だ

し
ん
し
や
、
も
や

は
し
か
く
し
こ
う
は
い
、ご
は
い

は
ま
ゆ
か
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下
鴨
神
社
（
賀
茂
御
祖
神
社
、
以
下
「
下
社
」）
本
殿

の
形
式
を
「
流
造
」
と
い
い
、
上
賀
茂
神
社
（
賀
茂
別 

雷

神
社
、
以
下
「
上
社
」）
本
殿
と
と
も
に
、
流
造
を
代
表

し
て
い
ま
す
。

　
上
社
、
下
社
の
本
殿
は
南
面
し
、
同
形
同
大
の
二
棟

の
社
殿
が
東
西
に
並
び
建
っ
て
い
ま
す
。
屋
根
は
切
妻

造
、
檜
皮
葺
き
で
、
前
方
に
そ
の
ま
ま
葺
き
下
ろ
し
た

屋
根
の
流
れ
を
角
柱
で
受
け
て
、
身  

舎
（
神
殿
）
の
前

に
広
い
階 

隠 

＝ 

向 

拝 

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
向
拝
の

下
に
張
っ
た
床
を
浜
床
（
浜
縁
）
と
い
い
、
宮
司
が
伺

候
す
る
場
と
な
り
ま
す
。

　
神
社
の
本
殿
形
式
に
は
、
神
明
造
（
伊
勢
神
宮
）、
大

社
造
（
出
雲
大
社
）、
八
幡
造
（
石
清
水
八
幡
宮
）、
日

第30号　令和6年9月30日発行

吉
造
（
日
吉
大
社
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
多
彩
な
形
式

が
あ
る
な
か
、
流
造
は
、
春
日
大
社
本
殿
に
代
表
さ
れ

る
春
日
造
と
と
も
に
、
広
い
地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

流
造
の
最
古
の
遺
構
は
宇
治
上
神
社
本
殿
で
、
平
安
時

代
後
期
の
建
築
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
殿
の
柱
は
、
角
材
を
「
井
」
の
字
形
に
組
ん
だ
土

台
（
井
桁
）
の
上
に
立
っ
て
い
ま
す
。
春
日
造
と
も
共

通
す
る
こ
の
構
法
は
、
流
造
や
春
日
造
が
広
く
分
布
す

る
背
景
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

　
柱
を
井
桁
の
上
に
立
て
る
構
法
は
、
柱
を
直
接
地
面

に
埋
め
て
固
定
す
る
掘
立
と
も
、
ま
た
仏
教
建
築
が
伝

え
た
と
い
う
礎
石
の
上
に
立
て
る
の
と
も
異
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
持
ち
運
び
や
移
動
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

臨
時
的
、
仮
設
的
な
性
質
を
帯
び
て
い
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
か
。
古
く
は
、
カ
ミ
を
迎
え
る
祭
壇
が
祭
礼
の

都
度
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
流
造

と
春
日
造
が
普
遍
的
な
展
開
を
み
せ
る
の
は
、
遙
か
な

昔
の
カ
ミ
祀
り
の
仕
方
に
つ
な
が
る
構
法
を
備
え
て
い

た
こ
と
が
、
広
い
共
感
に
つ
な
が
っ
た
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
下
社
の
境
内
に
は
、
平
安
時
代
末
ま
で
に
幣
殿
、

門
、
廻
廊
、
舞
舎
（
舞
殿
）、
馬
場
舎
、
供
御
所
等
の
主

要
な
殿
舎
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
頃
の
原

図
に
拠
っ
て
室
町
時
代
に
描
か
れ
た
社
頭
古
図
に
よ
れ

ば
、
斎
院
の
御
所
や
河
合
社
の
北
に
あ
っ
た
神
宮
寺
の
建

築
を
除
く
ほ
か
は
、
現
状
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
寛
永

六
年
（
一
六
二
九
）
に
再
興
さ
れ

た
殿
舎
の
大
半
が
現
存
す
る
景
観

は
、
か
つ
て
の
社
頭
の
規
模
や
構

成
を
踏
襲
し
て
再
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
本
殿
は
、
そ
の
後
、

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
造
替

さ
れ
ま
し
た
。

　
流
造
の
本
殿
の
屋
根
に
は
、
他

の
形
式
の
本
殿
建
築
に
特
有
な
千

木
と
堅
魚
木
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
も
流
造
の
特
色
で
す
。
柱
間
は

正
面
三
間
（
三
間
社
流
造
）、
側

面
二
間
で
、
正
面
中
央
一
間
だ
け

板
扉
を
た
て
、
他
は
す
べ
て
板
壁

と
し
て
身
舎
に
は
縁
勾
（
高
）
欄

が
四
周
し
て
い
ま
す
。
形
式
、
規

模
と
も
に
上
社
と
同
じ
で
す
。
た

だ
し
、
勾
欄
、
木
階
が
上
社
で
は

素
木
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
下
社

で
は
朱
漆
塗
り
で
す
。
ま
た
上
社

の
正
面
両
脇
間
に
描
か
れ
た
獅

子
、
狛
犬
の
絵
が
下
社
に
は
な
い

な
ど
、
細
部
の
手
法
に
は
わ
ず
か

な
差
異
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
幣
殿
の
前
に
は
透
塀
を
隔
て
て
中
門
が
あ
り
、
左
右

に
東
西
楽
屋
・
と
廊
が
接
続
し
て
、
本
殿
を
取
り
囲
む

一
連
の
施
設
が
整
然
と
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
門
と
楼
門
の
間
の
ひ
ら
け
た
空
間
に
は
、
二
つ
の

門
を
結
ぶ
軸
線
上
に
、
入
母
屋
造
の
妻
を
そ
れ
ぞ
れ
に

向
け
て
舞
殿
が
建
っ
て
い
ま
す
。
縁
勾
欄
が
四
周
し
柱

間
を
吹
き
放
し
た
開
放
的
な
建
物
で
、
勅
使
が
宣
命
を

読
み
、
東
遊
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
舞
殿
の
東
方
に
は
細
殿
や
御
手
洗
川
の
流
れ
の
上
に

橋
殿
が
架
か
り
、
西
方
に
は
蔀
戸
を
装
置

し
た
住
宅
風
な
、
神
服
を
裁
縫
す
る
神
服

殿
（
御
服
所
）、
神
饌
の
調
理
を
行
う
供

御
所
等
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
諸
殿
舎
が
建
つ
一
画
を
朱
塗

り
の
楼
門
と
翼
廊
（
廻
廊
の
一
部
）
が
区

切
り
、
い
に
し
え
の
山
城
の
原
生
林
を
偲

ば
せ
る
糺
の
森
の
中
に
、
神
さ
び
た
一
境

が
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

鴨社古図

楼門と舞殿

細殿

橋殿

神服殿社殿

う    

じ   

が
み

ぎ

ち

か
つ
お   

ぎ

し
と
み
ど



「
蛍
火
の
茶
会
」は
、裏
千
家
淡
交
会
様
を
は
じ
め
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
奉
仕
に
よ
り
、6
月
8
日（
土
）に

約
2
，5
0
0
名
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
開
催
い
た
し
ま

し
た
。重
要
文
化
財
の
橋
殿
、細
殿
で
の
お
茶
席
は
、当
日

会
員
と
な
っ
た
方
々
を
含
め
て
、5
4
6
名
の
方
が
参
席
さ

れ
ま
し
た
。神
賑
行
事
は
、神
服
殿
に
お
い
て
雅
楽
、箏
曲
、

十
二
単
衣
と
小
袿
姿
王
朝
女
人
の
雅
楽
舞
、十
二
単
衣
の

着
付
と
王
朝
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、来
場
さ
れ

た
方
は
、瀬
見
の
小
川
沿
い
に
蛍
が
舞
う
様
子
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

同
時
に
楼
門
前
表
参
道
の「
糺
の
森
納
涼
市
」で
は
京

の
老
舗
14
店
の
出
店
が
あ
り
、多
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
皆
様
に
ご
奉
仕
と
ご
協
力
賜
り
、心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
34
回
蛍
火
の
茶
会
と

糺
の
森
納
涼
市
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〈
お
茶
席
奉
納
〉

 

裏
千
家
前
家
元　
千
玄
室
様

〈
お
茶
席
奉
仕
〉

 

裏
千
家
淡
交
会
京
都
東
支
部
様

〈
箏
曲
奉
仕
〉

 

錦
綾
子
社
中
様

〈
雅
楽
演
奏
、雅
楽
舞
・
王
朝
舞
奉
仕
〉

 
下
鴨
古
楽
会
様

〈
ご
協
力
〉（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

 

●
松
風
園

 

●
㈱
西
村
工
務
店

 

●
㈲
林
屋
電
気
商
会

 

●
㈱
藤
田
造
園

 

●
㈱
ワ
コ
ー
ル

　
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

第
34
回
糺
の
森
市
民
植
樹
祭

〜
糺
の
森
の
後
継
樹
育
成
事
業
〜

4
月
29
日
（
月
・
祝
）
に
糺
の
森
市
民
植
樹
祭
式
典

を
開
催
し
、
そ
の
後
式
典
に
参
加
さ
れ
た
方
を
中
心
に

糺
の
森
後
継
樹
の
モ
ミ
ジ
・
ケ
ヤ
キ
・
カ
ツ
ラ
・
ム
ク
・

エ
ノ
キ
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
ま
た
、
成
木
は
36

本
（
カ
ツ
ラ
12
本
・
ケ
ヤ
キ
10
本
・
モ
ミ
ジ
9
本
・
エ
ノ

キ
4
本
・
ム
ク
1
本
）
の
ご
献
木
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
小
林
造
園
様
よ
り
苗
木

５
０
０
本
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
林
屋
電
気
商
会
様
・

藤
田
造
園
様
に
設
営
等
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

〈
成
木
献
木
者
〉 （
五
十
音
順
）

 

●
会
沢
健
一
郎
様（
２
本
）

 

●
五
十
嵐
淳
隆
様

 

●
稲
上
裕
介
様

 

●
上
野
山
久
美
様

 

●
株
式
会
社
伊
藤
園
様

 

●
株
式
会
社
F
I
L
E
様

 

●
木
本
秀
男
様

 

●
京
都
葵
ラ
イ
オ
ン
ズ

 　
ク
ラ
ブ
様

 

●
公
益
財
団
法
人

 　
大
阪
現
代
教
育

 　
振
興
財
団
様

 

●
椎
名
伸
吉
様

 

●
新
屋
久
幸
様

 

●
髙
﨑
秀
夫
様（
２
本
）

 

●
高
田
太
様

 

●
竹
下
景
子
様

 

●
田
端
美
代
子
様

 

●
玉
井
義
朗
様

 

●
綱
島
郁
子
様

 

●
手
島
千
恵
子
様

 

●
西
村
か
お
り
様

 

●
西
村
透
様

 

●
根
本
雅
子
様

 

●
野
栗
和
哉
様

 

●
橋
本
か
お
り
様

 

●
長
谷
川
茂
様

 

●
疋
田
聡
様

 

●
肥
田
祐
子
様

 

●
別
所
啓
伊
子
様

 

●
保
谷
砂
織
様

 

●
宮
路
昭
様

 

●
矢
野
貴
文
様

 

●
山
田
修
嗣
様

 

●
山
田
豊
文
様

 

●
山
本
春
美
様

 

●
山
本
真
理
子
様

5
月
は
サ
ッ
ク
ス
カ
ル
テ
ッ
ト
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
4
月
と
6
月
は
雨
天
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
10
月
26
日
（
土
）、
11
月
24
日
（
日
）
に
開
催
予

定
で
す
。
詳
細
は
糺
の
森
財
団
H
P
やFacebook

等

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

糺
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
の
森
」開
催（
河
合
神
社
境
内
）

糺
の
森
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
、
思
い
出
を
2
0
0
字
程
度
で
お

願
い
し
ま
す
。
多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す
。

❶
投
稿
は
葉
書
ま
た
は
メ
ー
ル
（info@

tadasunom
ori.or.jp

）

　
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
メ
ー
ル
は
フ
ァ
イ
ル
添
付
で
は
な
く
本
文
を
直
接
入
力
く
だ
さ

い
。
未
発
表
原
稿
に
限
り
ま
す
。

❷
投
稿
の
際
に
、
氏
名
と
会
員
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

❸
会
報
に
は
本
文
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
も
可
、
5
文
字
以
内
）、

年
齢
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

❹
会
報
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
し
て
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。

❺
応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
粗
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

応
募
要
項

「
糺
の
森
に
寄
せ
る
思
い
」 

投
稿
の
ご
案
内

　
今
回
、
下
鴨
神
社
・
糺
の
森
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
鴨
社

神
宮
寺
旧
跡
は
、
河
合
神
社
北
側
の
馬
場
に
面
し
た
授

与
所
横
か
ら
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。（
拝
観
料
要
）

　
神
宮
寺
は
、
下
鴨
神
社
に
附
属
し
て
建
立
さ
れ
た
寺
院

で
、「
鴨
社
古
図
」（
鎌
倉
時
代
初
頭
）
に
は
、
そ
の
堂

舎
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
神
宮
寺
は
明
治

時
代
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
、
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
神
宮
寺
の
旧
跡

が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、

本
堂
前
に
存
在
し
た
竜
ガ
池

も
復
元
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

竜
ガ
池
の
傍
に
は
、
鴨
長
明

が
晩
年
を
過
ご
し
た
事
で
有

名
な
「
方
丈
の
庵
」
も
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
、
鴨
社
神
宮
寺
旧
跡
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

鴨
社
神
宮
寺
に
関
し
て
は
、
こ
の
会
報
誌
『
糺
の
森
』
に
て
、
神
宮
寺
の
歴

史
や
発
掘
調
査
の
状
況
や
周
囲
の
整
備
状
況
等
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
は
、下
鴨
神
社
と
堂
舎
に
つい
て
概
略
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
初
頭
の
様
相
が
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
「
鴨
社
古
図
」
に
は
、

楼
門
内
の
東
側
に
流
れ
る
御
手
洗
川
東
岸
に
経
所
と
経
蔵
が
、
河
合
神
社

北
側
に
本
堂
、
鐘
楼
、
多
宝
塔
、
食
堂
な
ど
が
建
って
い
る
鴨
社
神
宮
寺
（
嵯

峨
天
皇
御
勅
願
に
よ
り
創
建
と
の
伝
承
あ
り
）が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

境
外
に
は
、ぼ
ん
や
り
と
で
す
が
、北
西
側
に
西
塔（
天
承
元
年〈
一
一
三
一
〉・

待
賢
門
院
御
勅
願
。
そ
の
後
、火
災
に
遭
い
焼
亡
。
仁
平
二
年〈
一
一
五
二
〉、

禰
宜
の
鴨
惟
文
の
祈
願
に
よ
り
再
建
）
の
多
宝
塔
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
東

側
の
高
野
川
沿
い
に
は
、
地
図
に
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
東
塔
（
大
治

三
年〈
一
一
二
八
〉・
藤
原
家
保
造
進
）の
多
宝
塔
が
建
って
い
た
と『
百
錬
抄
』

に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
堂
舎
も
自
然
災
害
や
火
災
、

戦
乱
な
ど
の
影
響
に
よ
り
姿
形
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）

の
大
遷
宮
に
お
い
て
、
楼
門
内
に
あ
っ
た
仏
教
施
設
は
、
全
て
外
側
に
移
設

さ
れ
ま
し
た
。
経
所
は
読
経
所
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
社
務
所
が
あ

る
場
所
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
元
禄
二
年
（
一
六
九
二
）
の
境
内

大
整
備
に
て
、
現
在
の
表
参
道
が
新
設
さ
れ
（
明
治
時
代
末
期
ま
で
石
垣

道
と
呼
称
）、
旧
来
の
参
道
は
古
馬
場
と
称
さ
れ
、
表
口
と
し
て
い
た
神
宮

寺
の
正
門
が
裏
口
側
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
中
世
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
旧
暦
四
月
の
御
蔭
祭
・
賀
茂
祭
が
斎

行
さ
れ
る
期
間
、
仏
教
や
民
間
宗
教
者
が
下
鴨
村
に
立
ち
入
る
こ
と
を
禁

止
す
る
高
札
を
掲
げ
る
事
を
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
賀
茂
祭
再
興

時
に
復
活
し
ま
す
。
そ
し
て
、
神
宮
寺
、
読
経
所
、
河
合
社
内
の
小
経
所

を
期
間
中
、全
て
閉
鎖
し
、供
僧
（
神
宮
寺
な
ど
で
奉
仕
す
る
僧
侶
。
社
僧
）

の
一
時
退
去
を
命
じ
て
い
ま
す
。

　
賀
茂
祭
再
興
に
尽
力
し
た
鴨
祐
之
は
、
下
鴨
周
辺
の
堂
舎
に
つい
て
、『
延

喜
式
』
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
下
鴨
神
社
周
辺
に
み
だ
り
に
僧
な
ど
が
住

む
こ
と
を
禁
じ
た
法
令
に
基
づ
い
た
も
の
と
し
て
、
疑
問
を
抱
い
て
い
た
前
関

白
の
一
条
兼
輝
に
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
中
で
祐
之
は
、
下
鴨
周

辺
に
あ
る
堂
舎
は
、
こ
の
法
令
が
出
る
以
前
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
だ
け
で
あ

る
こ
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
、
下
鴨
周
辺
で
み
ら
れ
る

寺
院
は
、
明
治
時
代
以
降
に
移
設
・
創
建
さ
れ
た
も
の
と
な
って
い
ま
す
。

　
神
道
学
者
の
西
田
長
男
は
、
下
鴨
社
は
南
北
朝
期
ご
ろ
か
ら
、
こ
の
法
令

を
順
守
す
る
考
え
を
基
に
、
神
仏
分
離
の
思
想
が
成
立
し
て
い
た
の
で
は
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
下
鴨
社
で
は
、国
学
な
ど
が
発
展
す
る
前
か
ら
「
神
道
」

と
「
仏
教
」
の
役
割
を
明
確
に
す
る
考
え
方
が
あ
り
、
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
堂
舎
の
役
割
が
大
き
く
変
貌
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
折
を
見
て
は
、
糺
の
森
に
足
を
運
ぶ
。
森
の
入
口
か
ら

境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
安

心
感
が
身
体
中
に
拡
が
る
。
改
め
て
、
神
様
が
お
鎮
ま
り

に
な
る
森
な
の
だ
と
実
感
す
る
。
初
夏
、
緑
し
た
た
る
参

道
か
ら
朱
色
の
鳥
居
を
抜
け
て
楼
門
前
に
立
つ
。
頭
上
は

ぽ
っ
か
り
と
青
空
だ
。
大
神
様
に
お
参
り
し
て
、
穏
や
か

な
気
持
ち
で
来
た
道
を
引
き
返
し
、
再
び
森
に
入
り
ふ
と

思
う
。
古
の
人
々
も
同
じ
感
慨
を
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
と
。

お
参
り
の
人
々
を
、
よ
う
こ
そ
と
迎
え
る
よ
う
に
糺
の
森

に
優
し
い
風
が
吹
い
て
い
た
。

（
え
の
き
の
き
、
69
歳
）

糺
の
森
に
寄
せ
る
思
い

鴨
社
神
宮
寺
旧
跡
の
ご
案
内

下
鴨
神
社 
京
都
学
問
所
だ
よ
り

竜ガ池

方丈の庵 神宮寺本堂跡


